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地元の良さを生かすために

世代を超えた遊び仲間

やってみると楽しくて

自分たちのまちは自分たちで守る!

TEL 054-626-6266  FAX 054-626-6267

焼津がもっと好きになるつながるコミュニケーション

理解者の存在が鍵

得意な分野で貢献

続けているのは使命感から
　案内をするにあたっては、地域と

の関わりを大切にしています。花沢

の里は市民の生活の場でもあるので、

初めは観光コースとすることに不安

や戸惑いの声もありました。しかし、

大声で騒がない、家をのぞき込まな

いなど住民の迷惑にならないように

気を使うことで、少しずつ信頼関係

を築き、今では安心してもらえるよ

うになりました。

　共働き世帯の増加や、一人っ子が多くなるなど、家庭

　高齢化が進み、熟年層の定年延長もあり、熟年

者や若者が仕事などで家を空けることが多くなり

ました。昼間家にいるのは、ほとんど高齢者の方

ではないでしょうか。近所ではあまり出会いもな

く、希薄化が進んでいるように感じます。こんな

時に災害が起こったらどうなるのかとニュースな

どで災害を目にするたびに考えさせられました。

　そんな時に順番でまわってきた保健委員になっ

たことがきっかけで防災活動に関わるようになり

ました。声をかけられるまでいろいろな組織があ

ることすら知りませんでしたが、いざ、やってみ

るととても楽しくて、それが今でも続いています。

　今回は、積極的に地域で活躍されている港第14自

治会の皆さんを取材させていただきました。取材を通

じて感じたことは、自治会に参加するようになった

きっかけはさまざまでも、皆さん関わりを楽しんでい

てとても生き生きとされていることです。ゆ

　今回ご紹介した3つの団体は、地域のために生き生

きと活動しながら、それぞれの個性を生かし、お互い

尊重し合っていることが印象的でした。特に、女性な

らではの気配りや目配りの重要性を感じました。さ

　平成29年度に実施した男女共同参画社会づくりに

関する市民意識調査では、地域活動での男女の平等感

について、「男性が優遇されている」と回答した人の

割合は32.8％でした。これは「女性が優遇されている」

と回答した人の割合12.4％の2.6倍になります。

　実際には、女性が地域活動の多くを担っているにも

関わらず、代表者や役員など意思決定に男性が関わる

場合が多いことなどが調査結果の要因と考えられます。

男女共同参画社会づくりに関する市民意識調査

　初めは女性防災委員それぞれの年齢や考え方 が違い苦労したこともありましたが、

お互いを尊重し合い、個性を生かして活動してい ます。上手に実技を披露できたとき

の達成感はたまりません。いろいろなことをして きた今では、仲間だという一体感が

　お客様に紹介するために焼津の良い

ところを探し、聞く立場になって工夫

したり、知識を増やしたりすることが

自分たちのやりがい、ひいては生きが

いにつながっています。活動を通して

さらに焼津が好きになりました。市内

外問わず皆さんに焼津を好きになって

もらいたいです。

　わくチャレの始めと終わりには、子どもたちと握手やハイタッチでコミュニケーションをとる前田さんと斎

藤さん。地域で会うと子どもたちは、「わくチャレのおじさん！」「将棋のおじさん！」と声をかけてくれるそ

　災害時には救助など力が必要になること

があります。力仕事といえば男性と考えがち

ですが、それぞれが得意な分野で力を発揮で

きるようになればと思っています。これから

は、女性や学生たちだからこそわかる目線や

考え方が必要です。

　女性防災委員として活動するには、家族の

協力や外に出ることに対しての理解が必要で

す。初めのころは戸惑いもあったようですが、

今では一番の理解者です。

　研修会では各分野の専門家による講義や会員同士でのレベルアッ

プのためのガイドの模擬実習をしています。ガイドのスキルはもち

　わくチャレで10年近く将棋・オセロの指導

をしている前田さんと斎藤さんは共に70代。

自分の好きな将棋で地域の役に立てるならこれ

からも続けていきたいと力強く語ってくれまし

た。「わくチャレでの様子を子どもが家で楽し

そうに話してくれる」と、保護者からも感謝さ

れ、それが２人の喜びにもなっています。

　「わくわくチャレンジ！南小キッズ☆」の取り組みは、男女共同参画社会

の実現に必要な“地域の誰もがそれぞれの能力を発揮できる環境づくり”にも

なり、世代を超えて喜びを分かち合える地域社会の実現へとつながっている

ように感じます。

　大災害が発生した時、思わぬ事態が起こるなど行政や

防災組織が十分に対応できない場合があるかもしれませ

ん。そんな時に力を発揮するのが「地域」との関わりで

はないでしょうか。

　いつ起こるかわからない災害に対していろいろな目線・

考え方は、とても大切です。それぞれの能力を発揮でき

る場を作ることにより多くの人が地域に関わり、暮らし

やすい社会になってほしいと願います。

　「男とか女とかではなく、できる時にで

きる人ができる事をする。」という言葉が

印象的でした。みんなが気持ち良く活動す

るには、お互いを尊重する気持ちが大切だ

と感じました。

問合先：やいづ観光案内人の会 事務局〔 〔
（一社）焼津市
観 光 協 会 内

やいづ観光案内人の会

地域活動での男女の

平等感について

あなたはどう思いますか？

焼津市放課後子ども教室

「わくわくチャレンジ！南小キッズ☆」

平成29年５月　観光案内人養成講座受講生が中心となり結成

平成30年10月　本格的にお客様への案内活動を始動

令和元年６月　Facebook開始
　　　　　　　 https://www.facebook.com/yaizukankouannainin/

男性23名　女性10名（高校生大学生各1名、最高齢84歳　60代70代が中心）

　平成16年から大井川南小学校で実施している放課後子ども教室、通称「わくチャレ」。

※紹介した本は焼津・大井川図書館で借りる事ができます。

※紹介：焼津市立大村中学校　鈴木明菜　学校司書

子どもから大人まで

表紙の少女は、17 歳でノーベル

平和賞を受賞したマララさんです。

彼女は「すべての者に教育を受け

る権利がある」と声を上げ続けて

います。実は私たちが当たり前のよ

うに受けている“教育 ”は平和へと

つながっているのです。

◎著 :ヴィヴィアナ・マッツァ　◎訳 :横山千里

◎出版社 :金の星社　◎出版年：2013 年

武器より一冊の本をください

少女マララ・ユスフザイの祈り

小学校高学年～対象

◎作者 :おおともやすお　◎出版社：福音館書店

◎出版年：2012年

ぼくのママはうんてんし

小学校低学年～対象

のぞむのママは電車の運転士

です。もうすぐママの誕生日な

ので、のぞむはサプライズのプ

レゼントをすることにしました。

ところが、誕生日当日にハプニ

ングが発生して…。一生懸命

なのぞむの姿に心がほっこりす

る作品です。

みなさんはサンタクロースと聞

いて思い描くのはどんな人です

か？この本では、なんと女性が

サンタクロースに立候補する

のです。女性サンタを認める

か！他のサンタの白熱する議論

に、思わず考えさせられる一

冊です。

◎作者 : 東野圭吾　◎画：杉田比呂美

◎出版社 : 文藝春秋　◎出版年：2001 年

サンタのおばさん

中学年～対象

ろんのこと、写真、

インターネット、資

料作成など、それぞ

れが得意なところを

生かし、互いに補い

合って活動していま

す。自由にやりたい

ことをやらせてもら

える雰囲気です。

男性優遇
無回答

女性優遇

やや女性優遇

男女平等

わからない
やや男性優遇

6.5％
5.7％

17.2％

2.5％

9.9％

32.0％

26.3％

放課後の１時間程度、校内の余裕教室や体育館を利用し、

大井川南小学校の１・２年生が、地域の方と遊びや学びなど

さまざまな体験を通じて交流している。

　今回は、わくチャレの中で地元協力者として将棋やオセロ

を教える前田さんと斎藤さんにお話を伺いました。

環境が変化する中、いつの時

代も子どもたちは遊ぶことが

大好き。遊び相手が祖父母世

代でも大喜びです。わくチャ

レは、孫と同居していない祖

父母世代が孫世代と交流でき

る貴重な場にもなっています。

　平成30年１月に男性中心だった自主防災活 動に女性の視点を取り入れることが重要であると考え、女性防災委員会を発足。

防災に関する講座への参加、他市町への視察や 研修、女性や乳児のための備蓄品の整備、防災訓練での応急手当の実演などの活動をしている。

港第14自主防災会  女性防災委員会

うです。高校生になっても覚えていてくれるのがうれしいとお２人とも笑顔で話してくだ

さいました。

あります。自主防災会の手の届かないすき 間を埋めることができるよう、これ

からも活動を広げていきたいです。

　せっかく得られた防災につい ての知識や技能を、より多くの人に

知ってもらうように啓発活動を 進め、地域に還元していきたいです。


